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　上記の 2つの条件を組み合わせると，方言 Xの表現体系 xと方言 Yの表現体系 yの関係として，
次のようなパターンが考えられる 1。
（3）  「方言 Xと方言 Yの優劣に差がない」かつ
   （a）  「表現体系 xと表現体系 yの複雑さに差がない」
   （b）  「表現体系 xのほうが表現体系 yよりも単純」
1日高（2016予定）では，条件表現と可能表現という文法項目の方言接触による変容を扱ったため，本稿の「表
現体系 x」「表現体系 y」を「文法項目 x」「文法項目 y」としているが，ここでの「表現体系」と「文法項目」
はともに語彙・文法的な意味と関わる言語の部分体系を指すものである。
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（4）  「方言 Xのほうが方言 Yよりも優勢」かつ
   （a）  「表現体系 xと表現体系 yの複雑さに差がない」
   （b）  「表現体系 xのほうが表現体系 yよりも単純」
   （c）  「表現体系 xのほうが表現体系 yよりも複雑」
　上記の組み合わせでは，（3a）は，方言接触を契機とした言語変化が促進される社会的動機づけ，
言語的動機づけともに希薄であって，方言 X・Yの表現体系 x・yに接触による変化は生じにく
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表 1　授与動詞の語彙体系の地理的分布（日高 2002: 170）
沖縄 九州 中国 四国 近畿 中部 関東 東北 北海道
A1 A1 B1 B1 B1 A1 A1 A1 A1
A4 A2 B2 B1 B1 B3 A3

























 （a）   現場性制約：発話現場依存的表現である提供文（聞き手に対する直接的な授与の意志表現）
の方が，非現場的表現である叙述文（第三者に対する授与の叙述表現）よりクレルの遠心
的方向用法を残しやすい。











（1） （2） （3） （4）
（a）旧用法 ○ ○ ○ ○
（b）移行用法
（b1）提供文・本動詞残存複合型（初期） ○ ○ ○ ×
（b2）提供文残存型 ○ ○ × ×
（b3）本動詞残存型 ○ × ○ ×
（b4）提供文・本動詞残存複合型（末期） ○ × × ×






















現体系 xが劣勢な方言 Yの単純な表現体系 yに与える影響として，2つの表現体系の混交体系を
生み出した例と言える。




図 1　クレルの用法の変化型の地理的分布（日高 2007: 330）
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図 2　孫に本をやる〔遠心性授与動詞・本動詞用法〕（FPJD・G-097）
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図 3　孫に本を読んでやる〔遠心性授与動詞・補助動詞用法〕（FPJD・G-098）
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図 4　遠心性授与動詞の表現体系の地理的分布（FPJD・G-097/098の総合図）












分類 本動詞用法 補助動詞用法 九州
北海道・東北・
関東・中部
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共通の言語文化圏
隣接方言 近畿方言 中部・関東方言 東北方言
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Metamorphosis of the System for Verbs of Giving through  
Dialect Contact: From the FPJD Survey
HIDAKA Mizuho
Kansai University / Project Collaborator, NINJAL
Abstract
When expressing the lexical system of Japanese verbs of giving as the giving verb of centrifugal 
direction from a speaker or the giving verb of centripetal direction to a speaker, [kureru/kureru] 
are maintained in the peripheral dialects used in the east of the Chubu region or in the south of 
the Kyushu region; however, the lexical system of [yaru/kureru] has been maintained in the central 
dialects used in the Kinki region. In regions where this [yaru/kureru] makes contact with [kureru/
kureru], there are cases where an opposition of [yaru/kureru] occurs in the usage of the auxiliary 
verb; however, [kureru/kureru] is maintained in the usage of the main verb. Various phenomena 
of metamorphosis through dialect contact in the system of verbs of giving and their geographical 
distribution have been investigated through the results of the Field Research Project to Analyze 
the Formation Process of Japanese Dialects (the FPJD survey).
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